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緒 言

酵 素 の作 用が 色 々の要 因 に よつて 促進 或 は

阻止 せ られ る こ とは 周知 の如 くで あつ て後 者

即 ち阻 遏 の 諸要 因 中,最 も一 般的 な ものは 当

該酵素 に よつ て基 質 か ら分 解 生成 せ られ る物

質 に よる阻 遏 で あ ろ う1)-10).従 て 酵 素 に よ

る分解 作 用 は該 生 成物 を除 去 す る と回復 し,

添加 す る と阻止 せ られ る.

α-ア ミラー ゼ の作 用 はKuhn5),及 びKlin-

kenberg6)に よ る と理 論麦 芽 糖 量(Theoretishe

 Maltose-menge)の36～40%が 生 成せ られ る

と強 く阻 止せ られ,或 る時 間 の後 に は麦 芽糖

の生成 が 完 全 に阻 止せ られ るに 至 る との こ と

で あつ て,此 の他7)-10)に もア ミラー ゼに よ

る分解 生 成物 に よ る阻 遏 が認 め られ て い る.

タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼは主 として α-ア ミラー

ゼ及び β-ア ミラー ゼの2種 の 酵 素か ら成 り.

マ ルタ ー ゼ其 他 若干 の酵 素 を混 在 し,其 の糖

化作 用 は 複 雑で あ るが,先 ず 澱 粉が ア ミラー

ゼに よつ て速 に麦 芽糖 に まで 分解 せ られ,此

の分解 が或 る程 度 進 行す る と,其 の後 は ア ミ

ラー ゼに比 べ て比 較 的 に少 量 の マル ター ゼが

主 な る作 用 をな し,麦 芽糖 が 次第 に 葡萄 糖 に

な る と謂 うので あ る11).

尚 タ カ-ヂ ア ス ター ゼに よ る澱 粉 の 分 解 液

中には麦 芽 糖 及び,葡 萄糖 以 外 に或 種 の多糖

類 やデ キ ス トリン及 び 分解 せ られ ぬ澱 粉 等が

存 在 し11)12),其 の 他 尚複 雑 な 中間 生成 物 が あ

るら し く,之 等 の物 質 に もタ カ-ヂ ア ス ター

ゼの作 用 を阻 止 す る ものが あ るか も知 れぬ.

私 は タ カ-ヂ ア ス ター ゼ の澱 粉糖 化 作用 が2,

 3単 糖類 の添 加 に よつ て如 何 な る影 響 を受 け

るか を知 るた め 次 の 実験 を 試み た.

実験材料並に方法

本 実 験 に 使用 した ア ミラー ゼは三 共 タ カ-

ヂ ア ス ター ゼ末 の1.0%溶 液10cc澱 粉 は

石 津 可 溶 性 澱 粉 の2.0%溶 液50cc緩 衝 液

はSorensen燐 酸 塩 緩 衝 液pH 4.9, 50cc

で,添 加 した 単糖 類 はd-(+)Glucose(第 一

製 薬),d-(+)Galactose(メ ル ク), d-(-)

Fructose(片 山 化 学)及 びd-(+)Mannose

(武 田化学)で あ る.

実 験 方法 は 先 ず 滅 菌 した 一定 数 のE.M.

コ ル ベ ン に タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼ 末 溶 液 各

1.0ccを,次 で緩 衝 液5.0ccを 入 れ て よ く

混和 し,更 にGlucose, Galactose, Fructose

或 はMannoseの1/1000, 1/100, 1/10及 び

1.0 mol溶 液 各1.0cc(対 照 には 蒸 溜 水1 .0cc)

を加 え て再 び 振 盪 混 和 し た 後,澱 粉 液 各

5.0cc宛 を,最 後 にToluol 1滴 を加 えて よ

く振 盪混 和 し,一 は直 後(本 実験 の 直後 とは

操作 の都 合 上 澱 粉 液50ccを 加 えた 後 約5

分 を経 過 した もの であ る),爾 余は38℃ の孵

卵器 中に 置 き,一 定 時 間 毎に よ く振盪 し, 1/2,

 24, 48及 び72各 時 間 を経 過 した 後,孵 卵 器

か ら取 出 し,10%苛 性 曹達 溶 液1.0ccを 加 え

て タ カ-ヂ アス ター ゼの 作 用 を停 止 せ しめ,

澱粉 液 の 分 解 に よ り生 じた 還 元 性 物 質 を

Bertrand氏 法に 拠 つ て測定 し,之 をGlucose

と して示 した.此 のGlucose量 の 中に は 勿論

初 め に加 えた糖(Glucose, Galactose, Fructose

及びMannose)がGlucoseと して共 に定 量 せ

られ,又1.0%ヂ ア ス タ-ゼ 液1.0cc及 び

2.0%澱 粉液5.0cc中 に もGlucoseと して 夫

々2.94及 び1.46mgの 還 元性 物 質 が 含 まれ

て い るか ら,各 実験 の成 績 は之 等 の 糖 量及 び

初め に加 えた 糖 の 量を 差 引 いた値 を 以 て表 わ
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し た.

実 験 成 績並 考 察

実験 の成績 は第1乃 至第4表 に記 載 した 如

くで あつ て実験 は3回 行 い,表 示 した 数値 は

其 の平 均 で. Glucose, Galactose, Fructose

及 びMannoseを 添 加 した場 合 の1/２, 24, 48,

及 び72各 時 間 に於 け る糖 量 が対 照 実験(糖 を

添 加 しな い 実験,以 下 同 じ)の 夫 れ等 に比 べ

て糖 量 の 減 少 が 大 な る程 タ カ-ヂ ア スタ ーゼ

の澱 粉糖 化作 用 の阻 止 が強 い こ とを 示す もの

で,此 の糖 量 の 増 減 か らタ カ-ヂ アス ター ゼ

の作 用 につ い て 考察 を 試 み た.因 に2.0%澱

粉 液5.0ccをLiebermann氏 澱 粉 糖 化 法13)

に拠 つ て 測 定 す る と98.22mg (Glucose)と

な り,之 を 理 論分 解 糖 量 として 考 察 に 供 し

た.

(1)　 Glucoseを 添 加 した実 験(第1表).

第1表　 Glucoseを 添 加 し た 実 験

2.0%澱 粉 液5.0ccの 理 論 分解 糖量(Liebermann氏 法 に拠 る)は98.22mg (Glucose)で あ る.

 1/2, 24, 48及72各 時 間 の()内 の 数値は 対照実験 の糖 量に比 べ減 少 した量 を示 す.以 下 同 じ.

対 照 実 験 に 於 て,直 後. 1/2. 24. 48及 び72

各 時 間 の 糖 量は13.38, 41.50, 80.71, 81.27

及 び81 27mgを 示 し,48時 間 で 糖 化 の 限 度

に 達 し て い る.

(a)　 1/1000mol (1.0cc 中Glucose含 有 量

0.18mg)のGlucose 10ccを 添 加 し た 実 験

に 於 て, 1/2, 24, 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は

41.50, 80.71, 81.27及 び81.27mgを 示 し,

即 ち 各 時 間 の 糖 量 は 対照 の 夫れ 等 に 等 し い.

(b)　 1/100mol(同 じ く1.80mg)のGlucose

 1.0ccを 添 加 し た実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48

及 び72各 時 間 の 糖 量 は41.26, 80.03, 80.86

及 び80.86mgを 示 し,対 照 に 比 べ1/2時 間 で

は024mg,24時 間 で は0.68mg, 48及 び72

時 間 で は0.41mgの 減 少 を 示 し て い る.

(c)　 1/10mol(同 じ く18.00mg)のGlucose

 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48

及 び72各 時 間 の 糖 量は37.35, 71.84, 73.16

及 び73.16mgを 示 し,対 照 に 比 較 し て1/2時

間 で は415mg, 24時 間 で は8.87mg, 48及

び72時 間 で は8.11mgを 減 少 して い る.

(d)　 1.0mol(同 じ く180.00mg)の Glucose

1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48

及 び72各 時 間 の 糖 量 は26.38, 53.47, 54.65

及 び54.65mgを 示 し,対 照 に 比 べ1/2時 間 で

は15.12mg,24時 間 で は27.24mg, 48及 び

72時 間 で は26.62mgの 減 少 を 来 し て い る.

(2)　 Galactoseを 添 加 した 実 験(第2表).

対 照 実 験 に 於 て,直 後, 1/2, 24, 48及 び72

各 時 間 の 糖 量 は13.35, 40-37, 78.87, 79.61

及 び79.61mgを 示 し,や は り48時 間 で 糖 化

の 限 度 に 達 して い る.

(a)　 1/1000mol (1.0cc中Galactose含 有

量0.18mg)のGalactose 10ccを 添 加 した

実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48及 び72各 時 間 の 糖

量 は40.37, 78.87, 79.61及 び79.61mgを

示 し,各 時 間 の 糖 量 は 対 照 の 夫 れ 等 に 等 し い.

(b)　 1/100mol(同 じ く1.80mg)のGalac-

tose1.0ccを 添 加 した 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は40.11, 78.26,

 79.15及 び79.15mgを 示 し,対 照 に 比 較 し

1/2時 間 で は0.26mg, 24時 間 で は0.61mg,

 48及 び72時 間 で は0.56mgの 減 少 を 来 して

い る.
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第2表　 Galactoseを 添 加 し た 実 験

(c)　 1/10mol(同 じ く18.00mg)のGalac

tose 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は37.86, 72.07,

 73.33及 び73.33mgを 示 し,対 照 に 比 較 し

て1/2時 間 で は2.51mg, 24時 間 で は6.80mg,

 48及 び72時 間 で は6.28mgを 減 少 し て い る.

(d)　 1.0mol(同 じ く180.00mg)のGalac

tose 10ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量は30.15, 61.49,

 62.74及 び62.74mgを 示 し,対 照 に 比 べ1/2

時 間 で は9.22mg, 24時 間 で は17.38mg, 48

及 び72時 間 で は16.87mgを 減 少 し て い る.

(3)　 Fructrseを 添 加 した 実 験(第3表),

対 照 実 験 の 直 後, 1/2, 24, 48及 び72各 時

間 に 於 け る 糖 量 は13.48, 41.25, 80.19,

 80.74及 び80.74mgを 示 し, Glucose及 び

Galactoseを 添 加 した 実 験 と同 様 に48時 間 で

糖 化 の 限 度 に 達 して い る.

第3表　 Fructoseを 添 加 し た 実 験

(a)　 1/1000mol(1.0cc中Fruetose含 有

量0.18mg)のFructose 1.0ccを 添 加 した

実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48,及 び72各 時 間 の 糖

量 は41.25, 80.19, 80.74及 び80 74mgを

示 し,対 照 の 各 時 間 に 於 け る糖 量 に 等 し い.

(b)　 1/100mol(同 じ く1.80mg)のFructose

 10ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48

及 び72各 時 間 の 糖 量 は40.99, 79.64, 80.47

及 び80.47mgを 示 し,対 照 に 比 べ る と1/2時

間 で は0.26mg, 24時 間 で は0.55mg, 48及

び72時 間 で は0.27mg少 い.

(c)　 1/10mol(同 じ く18.00mg)のFruc

tose 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は38.76, 74.67,

 75.81及 び75.81mgを 示 し,対 照 の 各 時 間 の

糖 量 に 比 較 し 夫れ 夫れ2.49, 5.52, 4.93及

び4.93mg少 い.

(d)　 10mol(同 じ く18000mg)のFruc

tose 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は31.91, 63.78,

 64.94及 び64.94mgを 示 し,対 照 の 各 時 間 の

糖 量 に 比 べ て 夫 れ 夫 れ9.34, 16.41, 15.93

及 び15.93mg少 い.

(4)　 Mannoseを 添 加 し た 実 験(第4表).

対 照 実 験 の 直 後, 1/2, 24, 48及 び72各 時

間 に 於 け る 糖 量 は13.25, 40.84, 79.27,

 79.95及 び79.95mgで,此 の 実 験 で も 糖 化

の 限 度 は48時 間 で あ る.
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第4表　 Mannoseを 添 加 し た 実 験

(a)　 1/1000mol(1.0cc中Mannose含 有

量0.18mg)のMannose 10ccを 添 加 し た

実 験 に 於 て, 1/2, 24, 48及 び72各 時 間 の 糖

量は40.84, 79.27, 79.95及 び79.95mgを

示 し,対 照 の 各時 間 に 於 け る 糖 量に 等 し い

(b)　 1/100mol(同 じ く1.80mg)のMan

nose 10ccを 添 加 した 実 験 に 於 て, 1/2, 24.

 48及 び72各 時 間 の 糖 量は40.52, 78.65,

 79.67及 び79.67mgを 示 し,対 照 の 各 時 間

の 糖 量 に 比 べ て 夫 れ 夫 れ0.32, 0.62, 0.28

及 び0.28mg少 い.

(e)　 1/10mol(同 じ く18.00mg)のMan

nose 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48及 び72各 時 間 の 糖 量 は38.62, 75.06,

 76.21及 び76.21mgを 示 し,対 照 の 各 時 間 に

於 け る 糖 量 に 比 べ て 夫 れ 夫 れ2.22, 3.21,

 3.74及 び3.74mg少 い.

(d)　1.0mol(同 じ く180.00mg)のMan

nose 1.0ccを 添 加 し た 実 験 に 於 て, 1/2, 24,

 48,及 び72各 時 間 の 糖 量 は32.69, 64.21,

 65.37及 び65.37mgを 示 し,対 照 の 各 時 間 に

於 け る 糖 量 に 比 べ て 夫 れ 夫 れ8.25, 15.06,

 14.58及 び14.58mg少 い.

以 上 の 実 験 成 績 を 総 括 す る と(第1乃 至 第

5表),タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼ(1.0%,1.0cc)

に よ る 澱 粉(2.0%, 5.0cc)の 分 解 実 験

に 於 てGlucose, Galactose, Fructose及 び

Mannoseを 添 加 した場 合, 1/1000mol 1.0cc

(1.0cc中 各 糖 の 含有 量は何 れ も0.18mg)の

如 き極 め て 少 量で は タ カ-ヂ ア ス ター ゼ の 澱

第5表

1/2, 24, 48及72各 時 間に於 け る夫れ 々 々の 対照 実験 の糖 量を100.00%と して表 し, 1/1000, 1/100,

 1/10及1.0mol溶 液 各1.0ccの 各 糖 を添加 した場合 の糖 量 を対照実 験 の 糖量に比 べ%で 算 出 した .

因 に 数値 の小 な る程 阻 遏の大 な るを表 す.
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粉糖 化作 用 に 影 響 を 与 え な いが, 1/100mol

 1.0cc(同 じ く1.80mg), 1/10mol 1.0cc(同

じ く18.00mg)及 び10mol 10cc(同 じ く

180.00mg)と 糖 の添 加 量が 増 加す るに 従 い

澱 粉 糖 化 作 用 は 漸 次 に 強 く阻 止 せ ら れ る

の であ つて,此 の 阻 止 作 用 は恐 ら くタ カ-ヂ

ア スター ゼ と分解 生 成 物 或 は添 加 糖 とが 結 合

してタ カ-ヂ アス タ ー ゼ分 子 中の 活 性 部 分 が

不活性 化 せ ら れ る為 に 起 る も の と考 え ら れ

る1)4).

本 実験 で は タ カ-ヂ ア ス ター ゼ の 澱 粉 糖 化

作 用が48時 間 で は 已に 限 界 に達 し,反 応 は停

止 の状 態 に あ る,即 ち澱 粉 の 全量 が 分解 糖化

す るに先 だ ち,糖 化 反応 は 進行 を停 止す るの

で あつ て,澱 粉 及 び 分解 産 物 の 量が 一定 の比

に達 す る と反応 が 止 ま り,所 謂平 衝 の状態 と

な る の で あ る(タ カ-ヂ ア ス ター ゼでは 未だ

糖か ら澱粉 へ の合 成 作 用 が 確証 せ られ てい な

い).従 て反応 液 か ら分 解 産 物 が 除去 せ られ

て平 衝状態 が 破 れ る と,糖 化反 応 は 再び 進行

す るで あろ う.

本 実 験 に 於 て 添 加 せ ら れ た1.0mol糖 液

(1.0mol以 上 の濃 度 の糖 液 添 加 実験 を行 つ て

いな い)1.0cc中 には180.00mgの 糖 が含 ま

れてい るに対 し,基 質(2.0%澱 粉 液5.0cc)

全 部が 糖化(Liebermann氏 法 に 拠 る)し た

と して98.22mgで あ るか ら,添 加 量は 其 の

1.83倍 に 当 り,か かる比 較 的 大 量の糖 添 加 に

於 て もタ カ-ヂ アス ター ゼの 糖 化 作 用 は あ る

程 度起 るので あ る.然 し此 の澱 粉糖 化 は48時

間後 に は(正 し くは24～48時 間 の間)已 に

限度 に達 し, Glucose, Galactuse, Fructose或

はMannoseの いづ れが 添 加せ られ た実 験 で

も, 1/10mol及 び1.0mol 1.0cc(各 糖 の 含

有 量は 何 れ も18.00mg及 び180.00mg)を

添加 した 実験 の糖 量 と対 照 の 夫れ との差 は著

明 であ つ て即 ちGlucose(糖 化 の限 度,即 ち

48時 間に 於 け る 糖 量 は 対 照81.27に 対 し

1/10molの 場 合 は73.16mg,即 ち90.02%,

 1.0molの 場 合 は54.65mg,即 ち67.24%),

 Calactose(同 じ く79.61に 対 し1/10molの 場

合は73.33mg,即 ち92.10%, 1.0molの 場

合 は62.74mg,即 ち78.81%), Fructose(同

じ く80.74に 対 し1/10molの 場 合 は75.81mg,

即 ち93.89%, 1.0molの 場 合 は64.94mg,

即 ち80.43%)及 びMannose(同 じ く79.95

に 対 し1/10molの 場 合 は76.21mg,即 ち

95.32%, 1.0molの 場 合 は65.37mg, 即 ち

81.76%)の 各 糖 に よ り糖 化 が 阻 止 せ られ,

 Glucoseの 添 加 が 最 も強 く,次 でGalactose,

 Fructose, Mannoseの 順 に 糖 化 を 阻 遏 し,

 Mannoseが 最 も弱 い. 1/100mol 1.0cc(10cc

中 各 糖 の 含 有 量 は1.80mg)添 加 の 実 験 で は

対 照 の 糖 量 との 差 は 極 あ て 僅 か で あ つ て 即 ち

Glucose(糖 化 の 限 度,即 ち48時 間 に 於 け

る 糖 量 は 対 照81.27に 対 し80.86mg,即 ち

99.50%) Galactose(同 じ く79.61に 対 し

79.15mg, 即 ち99.43%), Fructose(同 じ く

80.74に 対 し80.47mg, 即 ち99.67%)及

びMannose(同 じ く79.95に 対 し79.67mg,

 即 ち99,65%)の 各 糖 に よ り糖 化 が 阻 止 せ ら

れ る よ うで は あ るが,有 意 の 差 と観 て 然 る べ

き や 否 や を 定 め 難 い.従 つ て 各 糖 の 間 に は 前

二 者 の 場 合 の 様 に 阻 止 の 強 弱 の 差 が 明 瞭 で な

い. 1/1000mol 1.0cc(1.0cc中 各 糖 の 含 有

量は0.18mg)添 加 の 実 験 で は 各 時 間 に 於 け

る糖 量 が 対 照 に 於 け る夫 れ 等 と等 し く,即 ち

か かる 量 の 糖 添 加 で は タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼの

澱 粉 糖 化 作 用 に 影 響 が な い

次 に 添 加 糖 の 種 類 と糖 化 作 用 抑 制 と の 関 係

を 観 る に, Glucoseの 添 加 が 阻 遏 を 最 も強 く

現 わ し,次 でGalactose, Fructose, Mannose

の 順 でMannoseが 最 も弱 い.斯 く糖 の 種 類

に ょ り阻 止 の 程 度 に 多 少 の あ る こ とが 判 明 し

た の で 試 に 各 糖 の 構 造 式14)

(*は 不斉 炭 素 を 示す), d-(+)Galactose
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及びd-

を観 るに, C3及 びC5

に於け るH基 とOH基 との関係は各糖 とも等

しいが, C2及 びC4に 於け る両基 の関 係は

等 し くない.即 ち本実験に使用 した4種 の糖

の間 ではC2の 右にOH基 のあるものが 最 も

強 く,次 でC4の 右 にOH基 のあ る ものが強

く,又C2に 於け るOとHと ではOを 有す る

ものの方が強 い と云 うことにな るが,之 は唯

4種 の糖だけについて観察 した結果に過ぎな

い.更 に添加糖の種類を増 加 して観察せば或

は興味あ る結果が得 られ るか も知れぬ.然 し

タカ-ヂ アスターゼの如き複雑な酵 素 の 作 用

に関す るものであ るか ら難 しい問題 である.

結 論

タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼに よ る 澱 粉 の 分 解(糖

化)が2, 3の 単 糖 類 を 添 加 す る こ と に よ り

如 何 な る 影 響 を 受 け るか を 実 験 す べ く, 2.0

%澱 粉 液5.0ccに1.0%タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼ

溶 液10ccを 加 え,更 にGlucose, Galaetose,

 Fructose或 はMannoseの1/1000, 1/100,

 1/10及 び1.0mol溶 液1.0ccを 添 加 して 澱 粉

の 糖 化 試 験 を 行 い 次 の 結 論 を 得 た.

(1)　 タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼ の 澱 粉 糖 化 作 用

はGlucose, Galactose, Fructose或 はMannose

の 添 加 に よ り阻 止 せ ら れ,就 中Glucoseを 添

加 し た 場 合 に 阻 止 作 用 が 最 も 強 く,次 で

Galactose, Fructose, Mannoseの 順 でMan

noseが 最 も弱 い.而 し て 此 の 阻 止 の 程 度 と

糖の種類 との 関係を各糖の構造 式 と比較観察

した.

(2)　 Clucose, Galactose, Fructose或 は

Mannoseの1/1000mol溶 液 各10cc(各 糖

の 含 有 量は 何 れ も0.18mg)の 添 加 で は1.0

%タ カ-ヂ ア ス ター ゼ 溶 液10cc及 び2.0%

澱 粉 液5.0ccの 場 合(以 下 同 じ),い つれ も

タ カ-ヂ アス タ ー ゼの澱 粉 糖化 作 用 に 影 響 を

与 え な い が, 1/10mol溶 液1.0cc(同 じ く

18.00mg)の 添 加 で は 可な りに, 1.0mol溶 液

10cc(同 じ く18000mg)の 添 加 で は 著 し

く,何 れ もタ カ-ヂ アス タ ー ゼの澱 粉 糖 化 作

用 が 阻 止 せ られ, 1/100mol溶 液1.0cc(同

じ く1.80mg)の 添 加 で は 対 照 との差 が極 め

て僅 か で 有意 と認 め難 く,阻 止作 用 が あ る と

確 言す る こ とは 困 難 で あ る.何 れ に して も

1/1000乃 至10mol溶 液10cc,即 ち0.18

乃 至180.00mgの 範 囲 では 糖 の 添 加 量 が 増

加す る に従 い,タ カ-ヂ ア ス ター ゼ の 澱 粉 糖

化作 用 が 次第 に強 く阻 止 せ られ る.

(3)　 Glucose, Galactose, Fructose或 は

Mannoseの10mol溶 液10cc中 の 糖 量 は

180.00mgで あ つ て 之 は2.0%澱 粉 溶 液5.0cc

の 理 論 分 解 糖 量(Liebermann氏 法 に 拠 る)

98.22mgの 約1.83倍 に 当 り,か かる 比 較 的

大 量 の 糖 を 添 加 す る も タ カ-ヂ ア ス タ ー ゼ に

よ る澱 粉 糖 化 は 最 初 か ら阻 遏 停 止 せ られ る こ

とは な い.

(4)　 タ カ-ヂ ア スタ ー ゼに よ る澱 粉 糖 化

作 用 の 阻 止 は 恐 ら くGlucose, Galactose,

 Fructose或 はMannoseだ け に よ るので は な

く,澱 粉 の分解 液 中 には 此 の他 に も種 種複雑

な中 間 生 成 物が あつ て タ カ-ヂ ア スタ ー ゼの

澱 粉 糖化 作 用 を阻 止 す る もの が あ ろ うと思 わ

れ る.

擱筆す るに当 り本研究た対し種 種御助言を賜わつ

た放射線科山本助教授に対 し感謝の意を表 します.
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Effects of Monosaccharides on the Amylase Action.

Dept. of Legal Medicine, Okayama University Medical School.

Mitsuharu Koreeda.

To investigate what effects would be brought about on starch saccharification by adding

 certain monosaccharides, we have given 1.0cc of 1.0% taka-diastase solution to 2.0% starch

 solution 5.0cc; moreover. have conducted some saccharification tests by adding 1/1000,

 1/100, 1/10 and 1.0mol solution of glucose, galactose, fructose or mannose, and obtained

 the following results.

(1) The starch saccharification by taka-diastase has been inhibited by an addition of

 the above-menlioned monosaccharide; especially, most marked in the case of glucose addition,

 next, galactose, then fructose and mannose, the last being feeblest of them all._After that,

 we have paid observations on this inhibition degree as well as on the kind of monosaccha

rides, in comparison with certain structural formulas ascribed to various saccharides.

(2) In case 1/1000mol solution 1.0cc (the content of each saccharide is 0.18mg in

 all cases) is added, in either case where 1.0% taka-diastase solution 1.0cc or 2.0% starch

 solution 5.0cc is concerned (which is same to the bottom), suffer no effect on its sacchari

fication; yet, it has been inhibited considerably in case 1/10mol solution 1.0cc (the con

tent of each monosaccharide 18.00mg) has been added, and has been inhibited to a great

 degree in case 1.0mol solution 1.0cc (the contenl of each monosaccharide 180.00mｇ) has

 been added; on the other hand, in view to an addition of 1/100mol soluｔion 1.0cc (the

 content of each monosaccharide 1.80mg) it is thought almost out of question on account of

 very slight difference it has proved against the controls, which is hard to detect any in

hibition. At any rate, from 1/1000 to 1.0mol solution 1.0cc, i.e., within the range of

 from 0.18 to 180.00mg., as the amount of saccharide added becomes greater, the starch

 saccharification by taka-diastase has proved more and more to suffer inhibition.

(3) The content of glucose, galactose, fructose or mannose in each 1.0mol solution 10cc

 being 180.00mg, corresponds to 1.83 times the amount of the final product of starch hy

drolysis (by Liebermann's method), i.e., 98.22mg.; even if such a comparatively consider

able amount of monosaccharicde as this is added, there takes place no inhibition whatever

 for the early stage of starch saccharification.

(4) The inhibition of starch saccharification caused by taka-diastase may be, not only

 owing to glucose, galactose, fructose or mannose, but also owing to various kinds of inter-

mediate products formed in saccharification solution, which have power to thwart starch

 saccharification caused by taka-diastase.
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